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（本文 1,000 字程度） 

内容報告（見出し MS ゴシック サイズ：10.5pt） 
1. 本学会発表の目的・意義 
 本発表では、植民地朝鮮において日本人産婦人科医が朝鮮人女性の身体をいかに認識・分類し、そ
の知識を医学的知として形成・流通させたのかを検討した。国内の学会に加えて、異なる研究史・地
域的背景を持つ研究者に成果を示し、植民地医学、ジェンダー、科学史・医学史を横断する観点から
議論を深めることを目的とした。また、各国の歴史学会・関連組織が参加する国際的な場で研究を発
表することにより、日本・韓国の学会だけでは得にくい比較史的・国際的な視点を獲得し、自身の研
究を国際的な歴史学研究の中に位置づけ直すことにも意義があった。 
 
2. 国際歴史学協会について 
 国際歴史学協会（CISH）は、1926 年にジュネーブで設立された、世界の歴史研究者による国際組
織であり、各国のナショナル・コミッティーや国際的な専門組織を結び、歴史研究における国際的な
学術交流を促進している。2026 年 8 月 26～30 日にドイツ・ライプツィヒで開催された本大会は、設
立 100 周年を記念する大会であり、「The Past, the Present, and the Future of History」を統一テー
マとして、64 パネル、700 名を超える発表者が参加した。各加盟組織がパネルを構成する形式も特徴
的であり、各国の歴史学の代表的な組織に所属する研究者と直接交流できる貴重な機会となった。 
 
3. 発表で得られた成果と今後の展望 
 発表を通じて、研究内容について有益なコメントを得ただけでなく、各国の代表的な歴史学会が組
織したパネルの研究者と継続的な交流関係を築くことができた。特に韓国の研究者にとっても、日本
や韓国の国内学会では接点を持つことが難しい第一線の研究者と、発表後の懇談や食事などを含む比
較的インフォーマルな場で率直に意見交換できたことは大きな成果であった。こうした人的ネットワ
ークは、研究上の情報交換にとどまらず、今後の共同研究や国際的な研究交流につながる可能性を持
つ。今後は今回得た知見と人的ネットワークを活用し、植民地医学史を日本・朝鮮の二国間関係に限
定せず、帝国間・国際的な知識の循環という観点から再検討するとともに、研究成果の英語発信と国
際共同研究をさらに進め、研究成果を広く国際的に発信していきたい。 
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